
～ ２０２６年　２月　3日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

～ ２０２６年　２月　3日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ ２０２６年　２月　3日

（対象数） 4 （回答数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
園での実践において調査を行ない、実践で得た内容をもとに

検討し支援にあたる。

2

○事業所名 藤沢市太陽の家しいの実学園　保育所等訪問支援

○保護者評価実施期間 ２０２６年　１月　6日

○保護者評価有効回答数

２０２６年　１月　6日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 ２０２６年　３月　８日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 ２０２６年　１月　6日

児童発達支援センターの強みを生かし、様々な職種の職員の

アドバイスをもとに訪問員のみでは解消の出来ない課題につ

いて、相談し支援に生かしている。

多職種からの意見を取り入れ精査し、園での活動に反映でき

るような助言を心掛けている。

事業所における自己評価総括表公表



改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
スキルアップにつながる研修や、現場での経験を積み重ね

様々な職員が配置できるようにしていく。

2

経験豊富な人材の育成。
現在、経験年数の少ない職員の配置はないが、今後様々な職

員を育成していく事でニーズに対応する力が必要。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等


